
紛争地における人権侵害は様々であるが、政治学において当テーマはあまり注目を浴びてこなかった。紛

争地における人権問題の中でも深刻とされている子ども兵士問題はその深刻さと比べ学術的関心は微々た

るものであり、特に政治学において子ども兵士というアクターを対象とした研究は世界レベルでも一握り

に過ぎない。しかしながら、子ども兵士をはじめとする紛争地における人権侵害問題は政治学における人

間の安全保障という側面からも非常に重要なトピックであり、また紛争のダイナミクスを理解するために

も紛争地において重要なアクターの一つとして扱われている子ども兵士に対する議論が求められる。この

トークでは、子ども兵士について、そして政治学においてこのような研究が持続的に行われる意義につい

て検討する。
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